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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ処理方法において、
　ユーザプレーンエンティティＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を、モビリティマネジ
メントエンティティＭＭＥによって、取得するステップと、
　前記ＵＰＥの前記データ転送トンネル識別子を、前記ＭＭＥによって、ソースデータ転
送ネットワーク要素に通知するステップと、
　前記ソースデータ転送ネットワーク要素によって、前記ＵＰＥの前記データ転送トンネ
ル識別子を使用して前記ＵＰＥに、データを、転送するステップと、
　前記ＵＰＥによって、ターゲット側処理ネットワーク要素に前記データを、転送するス
テップとを含むデータ処理方法。
【請求項２】
　前記ソースデータ転送ネットワーク要素は、２ＧサービングＧＰＲＳサポートノードＳ
ＧＳＮであり、前記ターゲット側処理ネットワーク要素は、ロングタームエボリューショ
ンＬＴＥアクセスネットワークであり、
　前記方法は、
　前記ＭＭＥと、前記ＵＰＥとの間でメッセージを交換して前記ＵＰＥの前記データ転送
トンネル識別子を取得するステップと、
　前記ＭＭＥによって、前記ＬＴＥのデータ転送トンネル識別子を、前記ＵＰＥに転送す
るステップとを含み、
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　前記メッセージは、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含む請
求項１記載のデータ処理方法。
【請求項３】
　前記ソースデータ転送ネットワーク要素は、ロングタームエボリューションＬＴＥであ
り、前記ターゲット側処理ネットワーク要素は、２ＧサービングＧＰＲＳサポートノード
ＳＧＳＮであり、
　前記方法は、
　前記ＭＭＥと、前記ＵＰＥとの間でメッセージを交換して前記ＵＰＥの前記データ転送
トンネル識別子を取得するステップと、
　前記ＭＭＥによって、前記２Ｇ ＳＧＳＮの前記データ転送トンネル識別子を、前記Ｕ
ＰＥに転送するステップとを含み、
　前記メッセージは、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含む請
求項１記載のデータ処理方法。
【請求項４】
　前記ソースデータ転送ネットワーク要素は、ロングタームエボリューションＬＴＥであ
り、前記ターゲット側処理ネットワーク要素は、ターゲット無線ネットワーク制御装置Ｒ
ＮＣであり、
　前記方法は、
　前記ＭＭＥと、前記ＵＰＥとの間でメッセージを交換して前記ＵＰＥの前記データ転送
トンネル識別子を取得するステップと、
　前記ＭＭＥによって、前記ターゲットＲＮＣのデータ転送トンネル識別子を、前記ＵＰ
Ｅに転送するステップとを含み、
　前記メッセージは、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含む請
求項１記載のデータ処理方法。
【請求項５】
　システムのハンドオーバまたは変更におけるデータ処理方法において、
　ユーザプレーンエンティティＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を、３ＧサービングＧ
ＰＲＳサポートノードＳＧＳＮによって、取得するステップと、
　前記３Ｇ ＳＧＳＮによって、前記ＵＰＥの前記データ転送トンネル識別子を、ソース
データ転送ネットワーク要素に通知するステップと、
　前記ソースデータ転送ネットワーク要素によって、前記ＵＰＥの前記データ転送トンネ
ル識別子を使用して前記ＵＰＥに、データを、転送するステップと、
　前記ＵＰＥによって、ターゲット側処理ネットワーク要素に前記データを、転送するス
テップとを含むデータ処理方法。
【請求項６】
　前記ソースデータ転送ネットワーク要素は、ソース無線ネットワーク制御装置ＲＮＣで
あり、前記ターゲット側処理ネットワーク要素は、ロングタームエボリューションＬＴＥ
であり、
　前記方法は、
　前記３Ｇ ＳＧＳＮと前記ＵＰＥとによってメッセージを交換して前記ＵＰＥの前記デ
ータ転送トンネル識別子を取得するステップと、
　前記３Ｇ ＳＧＳＮによって、前記ＬＴＥのデータ転送トンネル識別子を、前記ＵＰＥ
に転送するステップとを含み、
　前記メッセージは、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含む請
求項５記載のデータ処理方法。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本発明は、２００６年８月１５日に中国特許庁に出願された、“システム間のハンドオ
ーバまたは変更が起こるときのデータ処理方法”と題する、中国特許出願第２００６１０



(3) JP 4796648 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

１１５３８１．３号の利益を主張し、その内容は、全体として、参照によりここに組み込
まれている。
【発明の分野】
【０００２】
　本発明は、電気通信の分野に関し、特に、データ処理技術およびシステムに関する。
【発明の背景】
【０００３】
　図１中で図示したように、既存の汎用パッケージ無線サービス（ＧＰＲＳ）／ユニバー
サル移動電気通信システム（ＵＭＴＳ）技術は、ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク
（ＵＴＲＡＮ）と、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）と、コア
ネットワーク（ＣＮ）と、移動局（ＭＳ）とを含む、第２世代ワイヤレス通信システムに
類似したネットワークアーキテクチャを用いる。ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮは、すべてのワ
イヤレス関連の機能を実現し、ＣＮは、ＧＰＲＳ／ＵＴＭＳにおけるすべての音声通話お
よびデータ接続を取り扱い、外部ネットワークとの切り替えおよびルーティング機能を実
現する。
【０００４】
　論理的に、ＣＮは、それぞれ音声およびデータサービスをサポートする、回線交換（Ｃ
Ｓ）ドメインおよびパケット交換（ＰＳ）ドメインに分割できる。
【０００５】
　ＣＳドメインは、移動交換センタ（ＭＳＣ）サーバや、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ
）や、ゲートウェイ移動交換センタ（ＧＭＳＣ）サーバのようなノードを含む。ＭＳＣサ
ーバは、ＣＳドメインの制御プレーンデータを送信し、モビリティマネジメントや、通話
制御や、認証の暗号化のような機能を実現する。ＧＭＳＣサーバは、ＧＭＳＣに対する制
御プレーンにおける、通話制御およびモビリティ制御を取り扱う。ＭＧＷは、ユーザプレ
ーンデータの送信を取り扱う。
【０００６】
　ＰＳドメインは、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）や、ゲートウェイＧ
ＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）のようなノードを含む。ＧＧＳＮは、外部ネットワー
クと対話するためのインターフェースである。また、ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとの間のユ
ーザプレーンアンカー（すなわち、ユーザプレーンアンカーネットワーク要素）として、
ＧＧＳＮは、ユーザプレーンのデータを送信する。ＣＳドメインにおけるＭＳＣサーバに
類似した位置を有するＳＧＳＮは、ルーティング転送や、モビリティマネジメントや、セ
ッションマネジメントや、ユーザ情報の記憶のような機能を実現する。
【０００７】
　ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）は、ＣＳドメインおよびＰＳドメインの両方に
おいて使用されて、ユーザ加入情報を記憶する。
【０００８】
　既存の３ＧＰＰプロトコルにおいて、ＵＭＴＳのユーザプレーン処理は、図２中で示し
た２つのトンネルメカニズムに基づいている。ＵＭＴＳにおいて、ユーザプレーン処理は
、それぞれＩｕインターフェースおよびＧｎインターフェースに対して、無線ネットワー
ク制御装置（ＲＮＣ、ＵＴＲＡＮのワイヤレスリソースを制御するために使用される、Ｕ
ＴＲＡＮのネットワーク要素）とＳＧＳＮとの間に、およびＳＧＳＮとＧＧＳＮとの間に
ある。２つのトンネルメカニズムに対して、ＳＧＳＮは、ユーザプレーンと制御プレーン
の両方を取り扱い、それゆえに、制御プレーン処理とユーザプレーン処理は、別々でない
。
【０００９】
　高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）およびＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）
の導入により、将来の３ＧＰＰネットワークにおいて、著しいデータフローの成長がある
だろう。現在、ＵＭＴＳのデータ処理能力を向上させるために、新しいＵＭＴＳユーザプ
レーン処理メカニズム、すなわち、直通のトンネルメカニズムが提案されている。図２中
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で図示したように、このメカニズムにおいて、ＵＭＴＳのユーザプレーン処理は、ＳＧＳ
Ｎがない、ＲＮＣとＧＧＳＮとの間にある。直通のトンネルメカニズムに対して、ＳＧＳ
Ｎは、制御プレーンの機能だけを取り扱い、それゆえに、制御プレーン処理とユーザプレ
ーン処理は、別々である。
【００１０】
　これから、図３ないし図６に関連して、ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとの間のハンドオーバ
または変更のプロセスを以下で説明する。
【００１１】
　現在、プロトコル４３．１２９にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへハンドオー
バするプロセスは、図３のように説明される。
【００１２】
　ステップＳ３０１：ソース基地局サブシステム（ＢＳＳ）が、ＰＳハンドオーバを開始
することを決定する。
【００１３】
　ステップＳ３０２：ソースＢＳＳが、ＰＳハンドオーバ要求メッセージを古いＳＧＳＮ
に、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００１４】
　ステップＳ３０３：２Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置要求メッセージを新しいＳＧＳＮに
、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００１５】
　ステップＳ３０４：３Ｇ ＳＧＳＮが、再配置要求メッセージを構築し、メッセージを
ターゲットＲＮＣに送信する。
【００１６】
　ステップＳ３０５：ターゲットＲＮＣが、再配置要求肯定応答メッセージを３Ｇ ＳＧ
ＳＮに送信する。
【００１７】
　ステップＳ３０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置応答を２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００１８】
　ステップＳ３０７：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＧＧＳＮからＩＰパケットを受信し、ソースＢ
ＳＳを介して、ＩＰパケットをＭＳに送信する。
【００１９】
　ステップＳ３０８：２Ｇ ＳＧＳＮが、３Ｇ ＳＧＳＮを介して、ＩＰパケットをターゲ
ットＲＮＣに転送する。
【００２０】
　ステップＳ３０９：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＰＳハンドオーバ要求肯定応答メッセージをソ
ースＢＳＳに送信する。
【００２１】
　ステップＳ３１０：ＭＳが、ＵＴＲＡＮに対するハンドオーバ完了メッセージをターゲ
ットＲＮＣに送信する。
【００２２】
　ステップＳ３１１：ターゲットＲＮＣが、再配置完了メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに送
信する。
【００２３】
　ステップＳ３１２：３Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧＧ
ＳＮに送信する。
【００２４】
　ステップＳ３１３：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答メッセージを３Ｇ ＳＧ
ＳＮに戻す。
【００２５】
　ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへハンドオーバするプロセスは、図４のように説明される。
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【００２６】
　ステップＳ４０１：ソースＲＮＣが、ＰＳハンドオーバを開始することを決定する。
【００２７】
　ステップＳ４０２：ソースＲＮＣが、再配置要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわ
ち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００２８】
　ステップＳ４０３：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置要求メッセージを新しいＳＧＳＮに
、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００２９】
　ステップＳ４０４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＰＳハンドオーバ要求メッセージを構築し、メ
ッセージをターゲットＢＳＳに送信する。
【００３０】
　ステップＳ４０５：ターゲットＲＮＣが、ＰＳハンドオーバ要求肯定応答メッセージを
２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００３１】
　ステップＳ４０６：２Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに送
信する。
【００３２】
　ステップＳ４０７：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＧＧＳＮからＩＰパケットを受信し、ソースＲ
ＮＣを介して、ＩＰパケットをＭＳに送信する。
【００３３】
　ステップＳ４０８：３Ｇ ＳＧＳＮが、再配置コマンドメッセージをソースＲＮＣに送
信する。
【００３４】
　ステップＳ４０９：ソースＲＮＣが、ＩＰパケットを３Ｇ ＳＧＳＮに転送し、３Ｇ Ｓ
ＧＳＮは、ＩＰパケットを２Ｇ ＳＧＳＮに転送し、２Ｇ ＳＧＳＮは、ＩＰパケットをタ
ーゲットＢＳＳに転送する。
【００３５】
　ステップＳ４１０：ターゲットＢＳＳが、ＰＳハンドオーバ完成メッセージを２Ｇ Ｓ
ＧＳＮに送信する。
【００３６】
　ステップＳ４１１：２Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧＧ
ＳＮに送信する。
【００３７】
　ステップＳ４１２：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答メッセージを２Ｇ ＳＧ
ＳＮに戻す。
【００３８】
　現在、プロトコル２３．０６０にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへ変更するプ
ロセスは、図５のように説明される。
【００３９】
　ステップＳ５０１：ＭＳが、システム間の変更を実行することを決定する。
【００４０】
　ステップＳ５０２：ＭＳが、ルーティングエリア更新要求メッセージを新しいＳＧＳＮ
に、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００４１】
　ステップＳ５０３：ユーザコンテキストを取得するために、３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳ
Ｎコンテキスト要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する
。
【００４２】
　ステップＳ５０４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージを３Ｇ Ｓ



(6) JP 4796648 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

ＧＳＮに戻し、コンテキスト応答メッセージ中でユーザコンテキスト情報を搬送する。
【００４３】
　ステップＳ５０５：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージを２
Ｇ ＳＧＳＮに送信し、３Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットを受信する準備ができていること
を２Ｇ ＳＧＳＮに知らせる。
【００４４】
　ステップＳ５０６：２Ｇ ＳＧＳＮが、バッファリングされているデータパケットを複
製し、３Ｇ ＳＧＳＮに転送する。
【００４５】
　ステップＳ５０７：３Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧＧ
ＳＮに送信する。
【００４６】
　ステップＳ５０８：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答を３Ｇ ＳＧＳＮに戻す
。
【００４７】
　ステップＳ５０９：３Ｇ ＳＧＳＮが、ルーティングエリア更新受諾メッセージをＭＳ
に戻す。
【００４８】
　ステップＳ５１０：ＭＳが、ルーティングエリア更新完了メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮ
に戻す。
【００４９】
　ステップＳ５１１：ＭＳが、サービス要求メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００５０】
　ステップＳ５１２：無線アクセスベアラ（ＲＡＢ）割当手続きが、３Ｇ ＳＧＳＮとＲ
ＮＣとの間で実行され、それにより、ＲＡＢが確立される。
【００５１】
　現在、プロトコル２３．０６０にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへ変更するプ
ロセスは、図６のように説明される。
【００５２】
　ステップＳ６０１：ＭＳが、システム間の変更を実行することを決定する。
【００５３】
　ステップＳ６０２：ＭＳが、ルーティングエリア更新要求メッセージを新しいＳＧＳＮ
に、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００５４】
　ステップＳ６０３：ユーザコンテキストを取得するために、２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳ
Ｎコンテキスト要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する
。
【００５５】
　ステップＳ６０４：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＲＮＳコンテキスト要求メッセージをソース
ＲＮＣに送信する。
【００５６】
　ステップＳ６０５：ソースＲＮＣが、ＳＲＮＳコンテキスト応答メッセージを３Ｇ Ｓ
ＧＳＮに戻し、ダウンリンクデータをＭＳに送信することを停止し、データをバッファリ
ングする。
【００５７】
　ステップＳ６０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージを２Ｇ Ｓ
ＧＳＮに戻し、コンテキスト応答メッセージ中でユーザコンテキスト情報を搬送する。
【００５８】
　ステップＳ６０７：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージを３
Ｇ ＳＧＳＮに送信し、２Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットを受信する準備ができていること
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を３Ｇ ＳＧＳＮに知らせる。
【００５９】
　ステップＳ６０８：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＲＮＳデータ転送コマンドをソースＲＮＣに
送信し、ソースＲＮＣはバッファリングされているデータパケットを複製し、３Ｇ ＳＧ
ＳＮに転送する。
【００６０】
　ステップＳ６０９：３Ｇ ＳＧＳＮが、データパケットを２Ｇ ＳＧＳＮに転送する。
【００６１】
　ステップＳ６１０：２Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧＧ
ＳＮに送信する。
【００６２】
　ステップＳ６１１：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答を２Ｇ ＳＧＳＮに戻す
。
【００６３】
　ステップＳ６１２：２Ｇ ＳＧＳＮが、ルーティングエリア更新受諾メッセージをＭＳ
に戻す。
【００６４】
　ステップＳ５１０：ＭＳが、ルーティングエリア更新完了メッセージを２Ｇ ＳＧＳＮ
に戻す。
【００６５】
　図３ないし図６中で説明したプロセスにおいて、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへのハンド
オーバまたは変更が起こるとき、ユーザプレーンデータ処理は、２Ｇ ３ＳＧＳＮにより
転送されるデータを３Ｇ ＳＧＳＮがターゲットＲＮＣに転送することであり、ＵＴＲＡ
ＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、ユーザプレーンデータ処理
は、ソースＲＮＣにより転送されるデータを３Ｇ ＳＧＳＮが２Ｇ ＳＧＳＮに転送するこ
とである。しかしながら、３ＧＳＧＳＮがユーザプレーンデータ処理をもはや実行しない
直通のトンネルメカニズムにおいて、データ転送は、３Ｇ ＳＧＳＮを介して実施できな
い。それゆえに、ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとの間でハンドオーバまたは変更が起こるとき
の既存のデータ処理方法は、直通のトンネルメカニズムに適合しない。
【発明の概要】
【００６６】
　２Ｇシステムと３Ｇシステムとの間でハンドオーバまたは変更が起こるとき、直通のト
ンネルメカニズムにおいてデータ転送を実現するために、データ処理方法およびシステム
を本発明により提供する。
【００６７】
　本発明は、データ処理方法を提供する。方法は、ユーザプレーンアンカーネットワーク
要素により、ソースデータ転送ネットワーク要素によって転送されるデータを受信するこ
とと、ユーザプレーンアンカーネットワーク要素により、ターゲット側処理ネットワーク
要素にデータを転送することとを含む。
【００６８】
　本発明は、データ処理方法をさらに提供する。方法は、ユーザプレーンアンカーネット
ワーク要素により、指示メッセージを受信し、ソースデータ転送ネットワーク要素と、タ
ーゲット側処理ネットワーク要素とのうちの少なくとも１つにデータを送信することと、
ユーザプレーンアンカーネットワーク要素により、ユーザプレーンルーティングを更新し
、更新されたユーザプレーンルーティングにしたがって、メッセージ中で指示されるよう
に、ターゲット側処理ネットワーク要素にデータを送信することとを含む。
【００６９】
　本発明は、ソースデータ転送ネットワーク要素と、ユーザプレーンアンカーネットワー
ク要素と、ターゲット側処理ネットワーク要素とを含むデータ処理システムを提供する。
【００７０】
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ユーザプレーンアンカーネットワーク要素には、ソースデータ転送ネットワーク要素によ
り転送されるデータを受信するように適合されている受信ユニットと、受信データをター
ゲット側処理ネットワーク要素に転送するように適合されている送信ユニットとが設けら
れている。
【００７１】
　本発明は、受信ユニットと、送信ユニットとを含むユーザプレーンアンカーネットワー
ク要素を提供する。受信ユニットは、ソースデータ転送ネットワーク要素により転送され
るデータを受信するように適合されており、送信ユニットは、受信データをターゲット側
処理ネットワーク要素に転送するように適合されている。
【００７２】
　ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとの間でハンドオーバまたは変更が起こるとき、直通のトンネ
ルメカニズムにおけるデータ処理方法により、ＧＧＳＮは、ソースデータ転送ネットワー
ク要素により転送されるデータをバッファリングし、次に、ターゲット側処理ネットワー
ク要素にデータを送信できる。代わりに、ＧＧＳＮは、ソースデータ転送ネットワーク要
素により転送されるデータを、直接ターゲット側処理ネットワーク要素に送信できる。従
来技術におけるデータ処理方法が直通のトンネルメカニズムにおいて適用できないという
問題が解決され、ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとの間でハンドオーバまたは変更が起こるとき
、直通のトンネルメカニズムにおけるサービスデータの通常の転送が達成される。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】図１は、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳのネットワークアーキテクチャを図示する。
【図２】図２は、従来技術におけるユーザプレーン処理を図示する。
【図３】図３は、プロトコル４３．１２９にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへの
ハンドオーバが起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図４】図４は、プロトコル４３．１２９にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへの
ハンドオーバが起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図５】図５は、プロトコル２３．０６０にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへの
変更が起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図６】図６は、プロトコル２３．０６０にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへの
変更が起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図７】図７は、本発明の第１の実施形態にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへの
ハンドオーバが起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図８】図８は、本発明の第１の実施形態にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへの
ハンドオーバが起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図９】図９は、本発明の第１の実施形態にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへの
変更が起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図１０】図１０は、本発明の第１の実施形態にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮ
への変更が起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図１１】図１１は、従来技術における、進化パケットコアネットワークのネットワーク
アーキテクチャを図示する。
【図１２】図１２は、本発明の第２の実施形態にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮ
へのハンドオーバが起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図１３】図１３は、本発明の第２の実施形態にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮ
へのハンドオーバが起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図１４】図１４は、本発明の第２の実施形態にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮ
への変更が起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図１５】図１５は、本発明の第２の実施形態にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮ
への変更が起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図１６】図１６は、本発明の第３の実施形態にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮ
へのハンドオーバが起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
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【図１７】図１７は、本発明の第３の実施形態にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮ
へのハンドオーバが起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図１８】図１８は、本発明の第３の実施形態にしたがった、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮ
への変更が起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図１９】図１９は、本発明の第３の実施形態にしたがった、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮ
への変更が起こるときのデータ処理方法のフローチャートである。
【図２０】図２０は、本発明の１つの実施形態におい提供されるデータ処理システムの構
造図である。
【実施形態の詳細な説明】
【００７４】
　図面に関連して、本発明の例示的な実施形態を以下に詳細に記述する。
【００７５】
　明細書において、データ処理方法の複数の実施形態を提供する。第１の方法を以下に記
述する。方法は、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへの変更またはハンドオーバが起こるとき、
２Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットをＧＧＳＮに転送し、ＧＧＳＮがデータパケットをター
ゲットＲＮＣに転送することと、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバが起こると
き、ソースＲＮＣがデータパケットをＧＧＳＮに転送し、ＧＧＳＮがデータパケットを２
Ｇ ＳＧＳＮに転送し、２Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットをターゲットＢＳＳに転送するこ
ととを含む。
【００７６】
　これから図７を参照する。
【００７７】
　図７中で説明したように、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへのハンドオーバが起こるときの
データ処理方法は、次のステップを含む。
【００７８】
　ステップＳ７０１：ソースＢＳＳが、ハンドオーバを開始することを決定する。
【００７９】
　ステップＳ７０２：ソースＢＳＳが、ハンドオーバ要求メッセージを古いＳＧＳＮに、
すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００８０】
　ステップＳ７０３：２Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置要求メッセージを新しいＳＧＳＮに
、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００８１】
　ステップＳ７０４：３Ｇ ＳＧＳＮが、再配置要求メッセージを構築し、メッセージを
ターゲットＲＮＣに送信する。
【００８２】
　ステップＳ７０５：ターゲットＲＮＣが、再配置要求肯定応答メッセージを３Ｇ ＳＧ
ＳＮに送信する。
【００８３】
　ステップＳ７０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧＧ
ＳＮに送信して、ＧＧＳＮから３Ｇ ＳＧＳＮにユーザプレーンルーティングを変更する
ように要求する。
【００８４】
　ステップＳ７０７：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答を３Ｇ ＳＧＳＮに戻す
。
【００８５】
　ステップＳ７０８：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送データ要求をＧＧＳＮに送信して、データ
転送のためのデータ転送トンネルを割り当てるようにＧＧＳＮに要求する。
【００８６】
　ステップＳ７０９：ＧＧＳＮが、転送データ応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻し、
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データ転送トンネル識別子をデータ転送トンネルに割り当て、応答メッセージ中でデータ
転送トンネル識別子を３Ｇ ＳＧＳＮに搬送する。データ転送トンネル識別子は、ＩＰア
ドレスと、ＴＥＩＤ（トンネル終点識別子）とを含む。
【００８７】
　ステップＳ７１０：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置応答メッセージを２Ｇ ＳＧＳＮに送
信する。メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子は、ＧＧＳＮのデータ転送
トンネル識別子である。
【００８８】
　ステップＳ７１１：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＧＧＳＮからデータパケットを受信し、ソース
ＢＳＳを介してデータパケットをＭＳに送信する。
【００８９】
　ステップＳ７１２：損失のないサービスのデータのために、３Ｇ ＳＧＳＮにより送信
された転送再配置応答メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子にしたがって
、２Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットをＧＧＳＮに転送し、ＧＧＳＮは、２Ｇ ＳＧＳＮによ
り転送されるデータパケットを受信した後に、データパケットをバッファリングする。
【００９０】
　ステップＳ７１３：２Ｇ ＳＧＳＮが、ハンドオーバ要求肯定応答メッセージをソース
ＢＳＳに送信する。
【００９１】
　ステップＳ７１４：ＭＳが、ＵＴＲＡＮに対するハンドオーバ完了メッセージをターゲ
ットＲＮＣに送信する。
【００９２】
　ステップＳ７１５：ターゲットＲＮＣが、再配置完了メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに送
信する。
【００９３】
　ステップＳ７１６：３Ｇ ＳＧＳＮが、更新コンテキスト要求メッセージをＧＧＳＮに
送信する。
【００９４】
　ステップＳ７１７：ＧＧＳＮが、更新コンテキスト応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに
戻す。
【００９５】
　ステップＳ７１８：ＧＧＳＮが、バッファリングされている転送データパケットをター
ゲットＲＮＣに転送する。
【００９６】
　図８に関して、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバが起こるときのデータ処理
方法は、次のステップを含む。
【００９７】
　ステップＳ８０１：ソースＲＮＣが、ハンドオーバを開始することを決定する。
【００９８】
　ステップＳ８０２：ソースＲＮＣが、再配置要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわ
ち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【００９９】
　ステップＳ８０３：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置要求メッセージを新しいＳＧＳＮに
、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１００】
　ステップＳ８０４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ハンドオーバ要求メッセージを構築し、メッセ
ージをターゲットＢＳＳに送信する。
【０１０１】
　ステップＳ８０５：ターゲットＢＳＳが、ハンドオーバ要求肯定応答メッセージを２Ｇ
 ＳＧＳＮに送信する。
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【０１０２】
　ステップＳ８０６：２Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに送
信する。
【０１０３】
　ステップＳ８０７：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送データ要求をＧＧＳＮに送信して、データ
転送のためのデータ転送チャネルを割り当てるようにＧＧＳＮに要求する。
【０１０４】
　ステップＳ８０８：ＧＧＳＮが、転送データ応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻し、
データ転送トンネル識別子をデータ転送チャネルに割り当て、応答メッセージ中でデータ
転送トンネル識別子を３Ｇ ＳＧＳＮに搬送する。
【０１０５】
　ステップＳ８０９：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＧＧＳＮからデータパケットを受信し、ソース
ＲＮＣを介して、データパケットをＭＳに送信する。
【０１０６】
　ステップＳ８１０：３Ｇ ＳＧＳＮが、再配置コマンドメッセージをソースＲＮＣに送
信する。メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子は、ＧＧＳＮのデータ転送
トンネル識別子である。
【０１０７】
　ステップＳ８１１：損失のないサービスのデータのために、３Ｇ ＳＧＳＮにより送信
された再配置コマンドメッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子にしたがって
、ソースＲＮＣが、データパケットをＧＧＳＮに転送し、ＧＧＳＮは、受信したデータパ
ケットをバッファリングする。
【０１０８】
　ステップＳ８１２：ターゲットＢＳＳが、ハンドオーバ完了メッセージを２Ｇ ＳＧＳ
Ｎに送信する。
【０１０９】
　ステップＳ８１３：２Ｇ ＳＧＳＮが、更新コンテキスト要求メッセージをＧＧＳＮに
送信する。
【０１１０】
　ステップＳ８１４：ＧＧＳＮが、更新コンテキスト応答メッセージを２Ｇ ＳＧＳＮに
戻す。
【０１１１】
　ステップＳ８１５：ＧＧＳＮが、バッファリングされている転送データパケットを２Ｇ
 ＳＧＳＮに転送する。
【０１１２】
　図９に関して、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへの変更が起こるときのデータ処理方法は、
次のステップを含む。
【０１１３】
　ステップＳ９０１：ＭＳが、システム間の変更を開始することを決定する。
【０１１４】
　ステップＳ９０２：ＭＳが、ルーティングエリア更新要求メッセージを新しいＳＧＳＮ
に、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１１５】
　ステップＳ９０３：ユーザコンテキストを取得するために、３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳ
Ｎコンテキスト要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する
。
【０１１６】
　ステップＳ９０４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージを３Ｇ Ｓ
ＧＳＮに戻し、メッセージ中でユーザコンテキスト情報を搬送する。
【０１１７】
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　ステップＳ９０５：３Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧＧ
ＳＮに送信して、ＧＧＳＮから３Ｇ ＳＧＳＮにユーザプレーンルーティングを変更する
ことを要求する。
【０１１８】
　ステップＳ９０６：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答を３Ｇ ＳＧＳＮに戻す
。
【０１１９】
　ステップＳ９０７：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送データ要求メッセージをＧＧＳＮに送信し
て、データ転送のためのデータ転送トンネルを割り当てるようにＧＧＳＮに要求する。
【０１２０】
　ステップＳ９０８：ＧＧＳＮが、転送データ応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻し、
データ転送トンネル識別子をデータ転送トンネルに割り当て、応答メッセージ中でデータ
転送トンネル識別子を３Ｇ ＳＧＳＮに搬送する。
【０１２１】
　ステップＳ９０９：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージを２
Ｇ ＳＧＳＮに送信し、３Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットを受信する準備ができていること
を２Ｇ ＳＧＳＮに知らせる。メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子は、
ＧＧＳＮのデータ転送トンネル識別子である。
【０１２２】
　ステップＳ９１０：２Ｇ ＳＧＳＮが、バッファリングされているデータパケットを複
製し、３Ｇ ＳＧＳＮにより送信されたＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージ中で搬
送されるデータ転送トンネル識別子にしたがって、ＧＧＳＮに転送し、ＧＧＳＮは、受信
した転送データパケットをバッファリングする。
【０１２３】
　ステップＳ９１１：３Ｇ ＳＧＳＮが、ルーティングエリア更新受諾メッセージをＭＳ
に戻す。
【０１２４】
　ステップＳ９１２：ＭＳが、ルーティングエリア更新完了メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮ
に戻す。
【０１２５】
　ステップＳ９１３：ＭＳが、サービス要求メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻す。
【０１２６】
　ステップＳ９１４：ＲＡＢ割当手続きが、３Ｇ ＳＧＳＮとＲＮＣとの間で実行され、
それにより、ＲＡＢが確立される。
【０１２７】
　ステップＳ９１５：３Ｇ ＳＧＳＮが、更新コンテキスト要求メッセージをＧＧＳＮに
送信する。
【０１２８】
　ステップＳ９１６：ＧＧＳＮが、更新コンテキスト応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに
戻す。
【０１２９】
　ステップＳ９１７：ＧＧＳＮが、バッファリングされている転送データパケットをター
ゲットＲＮＣに転送する。
【０１３０】
　図１０に関して、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへの変更が起こるときのデータ処理方法は
、次のステップを含む。
【０１３１】
　ステップＳ１００１：ＭＳが、システム間の変更を開始することを決定する。
【０１３２】
　ステップＳ１００２：ＭＳが、ルーティングエリア更新要求メッセージを新しいＳＧＳ
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Ｎに、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１３３】
　ステップＳ１００３：ユーザコンテキストを取得するために、２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧ
ＳＮコンテキスト要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信す
る。
【０１３４】
　ステップＳ１００４：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＲＮＳコンテキスト要求メッセージをソー
スＲＮＣに送信する。
【０１３５】
　ステップＳ１００５：ソースＲＮＣが、ＳＲＮＳコンテキスト応答メッセージを３Ｇ 
ＳＧＳＮに戻し、ダウリンクデータをＭＳに送信することを停止し、データをバッファリ
ングする。
【０１３６】
　ステップＳ１００６：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージを２Ｇ 
ＳＧＳＮに戻し、メッセージ中でユーザコンテキスト情報を搬送する。
【０１３７】
　ステップＳ１００７：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージを
３Ｇ ＳＧＳＮに送信し、２Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットを受信する準備ができているこ
とを３Ｇ ＳＧＳＮに知らせる。
【０１３８】
　ステップＳ１００８：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送データ要求をＧＧＳＮに送信して、デー
タ転送のためのデータ転送トンネルを割り当てるようにＧＧＳＮに要求する。
【０１３９】
　ステップＳ１００９：ＧＧＳＮが、転送データ応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻し
、データ転送トンネル識別子をデータ転送トンネルに割り当て、応答メッセージ中でデー
タ転送トンネル識別子を３Ｇ ＳＧＳＮに搬送する。
【０１４０】
　ステップＳ１０１０：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＲＮＳデータ転送コマンドをソースＲＮＣ
に送信する。メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子は、ＧＧＳＮのデータ
転送トンネル識別子であり、ソースＲＮＣは、バッファリングされているデータパケット
を複製し、ＧＧＳＮに転送し、ＧＧＳＮは、転送されたデータパケットをバッファリング
する。
【０１４１】
　ステップＳ１０１１：２Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧ
ＧＳＮに送信する。
【０１４２】
　ステップＳ１０１２：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答メッセージを２Ｇ Ｓ
ＧＳＮに戻す。
【０１４３】
　ステップＳ１０１３：ＧＧＳＮが、バッファリングされている転送データパケットを２
Ｇ ＳＧＳＮに転送する。
【０１４４】
　ステップＳ１０１４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ルーティングエリア更新受諾メッセージをＭ
Ｓに戻す。
【０１４５】
　ステップＳ１０１５：ＭＳが、ルーティングエリア更新完了メッセージを２Ｇ ＳＧＳ
Ｎに戻す。
【０１４６】
　将来において、他に負けない利点を強化するために、３ＧＰＰは、システムアーキテク
チャエボリューション（ＳＡＥ）およびロングタームエボリューション（ＬＴＥ）アクセ
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スネットワークを含む、新しい進化したネットワークアーキテクチャを研究している。進
化（ｅｖｏｌｖｅｄ）アクセスネットワークはＥ－ＵＴＲＡＮとして知られており、図１
１のように図示される、進化パケットコアネットワークのネットワークアーキテクチャは
、モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）と、ユーザプレーンエンティティ（Ｕ
ＰＥ）と、アクセスシステム間アンカー（ＩＡＳＡ）とを含む。ＭＭＥは、ＧＰＲＳ／Ｕ
ＭＴＳ内部のＳＧＳＮの制御プレーンに対応する、ユーザコンテキストおよびモビリティ
ステータスマネジメントや、ユーザ一時識別識別子割当などを含む、制御プレーンにおけ
るモビリティマネジメントを実行する。ＵＰＥは、アイドル状態におけるダウンリンクデ
ータに対するページングを開始するために使用され、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳにおけるＳＧＳ
ＮおよびＧＧＳＮのデータプレーンに対応する、ネットワーク内部のＩＰベアラパラメー
タおよびルーティング情報などを管理し、記憶する。ＩＡＳＡは、異なるシステム間の、
ユーザプレーンにおけるアンカーである。ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ）エ
ンティティが、ポリシー制御決定と、データフローの課金制御とに対して使用される。ホ
ーム加入者サーバ（ＨＳＳ）が、ユーザの加入情報を記憶するために使用される。
【０１４７】
　ＳＡＥシステムに対して、ＭＭＥとＵＰＥが別々であり、かつ、ＵＰＥと３ＧＰＰアン
カーが同じエンティティ中にある場合、体系的なアーキテクチャは、直通のトンネルメカ
ニズムにおけるアーキテクチャと類似しており、ＭＭＥがＳＧＳＮに対応し、ＵＰＥ／３
ＧＰＰアンカー（以後ＵＰＥと呼ぶ）がＧＧＳＮに対応する。それゆえに、ＧＥＲＡＮ／
ＵＴＲＡＮシステムとＳＡＥシステムとの間でハンドオーバまたは変更が起こるとき、上
述したデータ転送処理方法をデータ転送のために使用できる。
【０１４８】
　ＧＥＲＡＮシステムからＳＡＥシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥとＵＰＥ（ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮおよびＳＡＥのユーザプレーンアンカー）が、転
送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含むメッセージを交換して、Ｕ
ＰＥのデータ転送トンネル識別子を取得し、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を２Ｇ 
ＳＧＳＮに知らせる。２Ｇ ＳＧＳＮは、データパケットをＵＰＥに転送する。ＵＰＥは
、転送されたデータパケットをバッファリングし、ユーザプレーンルーティングの更新が
完了すると、バッファリングされている転送データパケットを進化アクセスネットワーク
に転送する。
【０１４９】
　ＳＡＥシステムからＧＥＲＡＮシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥとＵＰＥが、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含むメッセ
ージを交換して、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を取得し、ＵＰＥのデータ転送トン
ネル識別子を進化アクセスネットワークに知らせる。進化アクセスネットワークは、デー
タパケットをＵＰＥに転送する。ＵＰＥは、転送されたデータパケットをバッファリング
し、ユーザプレーンルーティングの更新が完了すると、バッファリングされている転送デ
ータパケットを２Ｇ ＳＧＳＮに転送する。
【０１５０】
　ＵＴＲＡＮシステムからＳＡＥシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、３
Ｇ ＳＧＳＮおよびＵＰＥが、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージと
を含むメッセージを交換して、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を取得し、ＵＰＥのデ
ータ転送トンネル識別子をソースＲＮＣに知らせる。ソースＲＮＣは、データパケットを
ＵＰＥに転送し、ＵＰＥは、転送されたデータパケットをバッファリングし、ユーザプレ
ーンルーティングの更新が完了すると、バッファリングされている転送データパケットを
進化アクセスネットワークに転送する。
【０１５１】
　ＳＡＥシステムからＵＴＲＡＮシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥとＵＰＥが、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含むメッセ
ージを交換して、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を取得し、ＵＰＥのデータ転送トン
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ネル識別子を進化アクセスネットワークに知らせる。進化アクセスネットワークは、デー
タパケットをＵＰＥに転送する。ＵＰＥは、転送されたデータパケットをバッファリング
し、ユーザプレーンルーティングの更新が完了すると、バッファリングされている転送デ
ータパケットをターゲットＲＮＣに転送する。
【０１５２】
　これから、図１２ないし図１５を参照する。本発明により提供される別のデータ処理方
法の実施形態を記述する。
【０１５３】
　図１２に関して、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへのハンドオーバが起こるときのデータ処
理方法は、次のステップを含む。
【０１５４】
　ステップ１２０１：ソースＢＳＳが、ハンドオーバを開始することを決定する。
【０１５５】
　ステップ１２０２：ソースＢＳＳが、ハンドオーバ要求メッセージを古いＳＧＳＮに、
すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１５６】
　ステップ１２０３：２Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置要求メッセージを新しいＳＧＳＮに
、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１５７】
　ステップ１２０４：３Ｇ ＳＧＳＮが、再配置要求メッセージを構築し、メッセージを
ターゲットＲＮＣに送信する。
【０１５８】
　ステップ１２０５：ターゲットＲＮＣが、再配置要求肯定応答メッセージを３Ｇ ＳＧ
ＳＮに送信する。
【０１５９】
　ステップ１２０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送データ要求メッセージをＧＧＳＮに送信し
て、データ転送のためのデータ転送トンネルを割り当てるようにＧＧＳＮに要求する。タ
ーゲットＲＮＣ側のＧＴＰトンネルの識別子がメッセージ中で搬送され、その後、ＧＧＳ
Ｎは、損失のないサービスのデータをＧＴＰトンネルに転送する。
【０１６０】
　ステップ１２０７：ＧＧＳＮが、転送データ応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻し、
データ転送トンネル識別子をデータ転送トンネルに割り当て、応答メッセージ中で３Ｇ 
ＳＧＳＮに送信する。
【０１６１】
　ステップ１２０８：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置応答メッセージを２Ｇ ＳＧＳＮに送
信する。メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子は、ＧＧＳＮのデータ転送
トンネル識別子である。
【０１６２】
　ステップ１２０９：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＧＧＳＮからデータパケットを受信し、ソース
ＢＳＳを介して、データパケットをＭＳに送信する。
【０１６３】
　ステップ１２１０：損失のないサービスのデータのために、３Ｇ ＳＧＳＮにより送信
された転送再配置応答メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子にしたがって
、２Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットをＧＧＳＮに転送し、２Ｇ ＳＧＳＮにより転送された
データパケットを受信すると、ＧＧＳＮは、そのデータパケットをターゲットＲＮＣに転
送する。
【０１６４】
　ステップ１２１１：２Ｇ ＳＧＳＮが、ハンドオーバ要求肯定応答メッセージをソース
ＢＳＳに送信する。
【０１６５】
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　ステップＳ１２１２：ＭＳが、ＵＴＲＡＮに対するハンドオーバ完了メッセージをター
ゲットＲＮＣに送信する。
【０１６６】
　ステップＳ１２１３：ターゲットＲＮＣが、再配置完了メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに
送信する。
【０１６７】
　ステップＳ１２１４：３Ｇ ＳＧＳＮが、更新コンテキスト要求メッセージをＧＧＳＮ
に送信する。
【０１６８】
　ステップＳ１２１５：ＧＧＳＮが、更新コンテキスト応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮ
に戻す。
【０１６９】
　図１３に関して、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバが起こるときのデータ処
理方法は次のステップを含む。
【０１７０】
　ステップＳ１３０１：ソースＲＮＣが、ハンドオーバを開始することを決定する。
【０１７１】
　ステップＳ１３０２：ソースＲＮＣが、再配置要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すな
わち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１７２】
　ステップＳ１３０３：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置要求メッセージを新しいＳＧＳＮ
に、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１７３】
　ステップＳ１３０４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ハンドオーバ要求メッセージを構築し、メッ
セージをターゲットＢＳＳに送信する。
【０１７４】
　ステップＳ１３０５：ターゲットＢＳＳが、ハンドオーバ要求肯定応答メッセージを２
Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１７５】
　ステップＳ１３０６：２Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに
送信する。
【０１７６】
　ステップＳ１３０７：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送データ要求をＧＧＳＮに送信して、デー
タ転送のためのデータ転送トンネルを割り当てるようにＧＧＳＮに要求する。２Ｇ ＳＧ
ＳＮのデータ転送トンネルの識別子がメッセージ中で搬送され、その後、ＧＧＳＮは、損
失のないサービスのデータをデータ転送トンネルに転送する。
【０１７７】
　ステップＳ１３０８：ＧＧＳＮが、転送データ応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻し
、データ転送トンネル識別子をデータ転送トンネルに割り当て、応答メッセージ中でデー
タ転送トンネル識別子を３Ｇ ＳＧＳＮに搬送する。
【０１７８】
　ステップＳ１３０９：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＧＧＳＮからデータパケットを受信し、ソー
スＲＮＣを介して、データパケットをＭＳに送信する。
【０１７９】
　ステップＳ１３１０：３Ｇ ＳＧＳＮが、再配置コマンドメッセージをソースＲＮＣに
送信する。メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子は、ＧＧＳＮのデータ転
送トンネル識別子である。
【０１８０】
　ステップＳ１３１１：損失のないサービスのデータのために、３Ｇ ＳＧＳＮにより送
信された再配置コマンドメッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子にしたがっ
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て、ソースＲＮＣが、データパケットをＧＧＳＮに転送し、ソースＲＮＣにより転送され
たデータパケットを受信すると、ＧＧＳＮは、そのデータパケットを２Ｇ ＳＧＳＮに転
送し、２Ｇ ＳＧＳＮは、データパケットをターゲットＢＳＳに転送する。
【０１８１】
　ステップＳ１３１２：ターゲットＢＳＳが、ハンドオーバ完了メッセージを２Ｇ ＳＧ
ＳＮに送信する。
【０１８２】
　ステップＳ１３１３：２Ｇ ＳＧＳＮが、更新コンテキスト要求メッセージをＧＧＳＮ
に送信する。
【０１８３】
　ステップＳ１３１４：ＧＧＳＮが、更新コンテキスト応答メッセージを２Ｇ ＳＧＳＮ
に戻す。
【０１８４】
　図１４に関して、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへの変更が起こるときのデータ処理方法は
、次のステップを含む。
【０１８５】
　ステップＳ１４０１：ＭＳが、システム間の変更を開始することを決定する。
【０１８６】
　ステップＳ１４０２：ＭＳが、ルーティングエリア更新要求メッセージを新しいＳＧＳ
Ｎに、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０１８７】
　ステップＳ１４０３：ユーザコンテキストを取得するために、３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧ
ＳＮコンテキスト要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信す
る。
【０１８８】
　ステップＳ１４０４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージを３Ｇ 
ＳＧＳＮに戻し、メッセージ中でユーザコンテキスト情報を搬送する。
【０１８９】
　ステップＳ１４０５：ＲＡＢ割当手続きが、３Ｇ ＳＧＳＮとＲＮＣとの間で実行され
、それによりＲＡＢが確立される。
【０１９０】
　ステップＳ１４０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧ
ＧＳＮに送信して、ＧＧＳＮから３Ｇ ＳＧＳＮへユーザプレーンルーティングを変更す
ることを要求する。
【０１９１】
　ステップＳ１４０７：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答を３Ｇ ＳＧＳＮに戻
す。
【０１９２】
　ステップＳ１４０８：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送データ要求メッセージをＧＧＳＮに送信
して、データ転送のためのデータ転送トンネルを割り当てるようにＧＧＳＮに要求する。
ターゲットＲＮＣ側のＧＴＰトンネルの識別子がメッセージ中で搬送され、その後、ＧＧ
ＳＮは、損失のないサービスのデータをＧＴＰトンネルに転送する。
【０１９３】
　ステップＳ１４０９：ＧＧＳＮが、転送データ応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻し
、データ転送トンネル識別子をデータ転送トンネルに割り当て、応答メッセージ中でデー
タ転送トンネル識別子を３Ｇ ＳＧＳＮに搬送する。
【０１９４】
　ステップＳ１４１０：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージを
２Ｇ ＳＧＳＮに送信し、３Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットを受信する準備ができているこ
とを２Ｇ ＳＧＳＮに知らせる。メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子は
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、ＧＧＳＮのデータ転送トンネル識別子である。
【０１９５】
　ステップＳ１４１１：２Ｇ ＳＧＳＮが、バッファリングされているデータパケットを
複製し、３Ｇ ＳＧＳＮにより送信されたＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージ中で
搬送されるデータ転送トンネル識別子にしたがって、ＧＧＳＮに転送し、２Ｇ ＳＧＳＮ
により転送されたデータパケットを受信すると、ＧＧＳＮは、そのデータパケットをター
ゲットＲＮＣに転送する。
【０１９６】
　ステップＳ１４１２：３Ｇ ＳＧＳＮが、ルーティングエリア更新受諾メッセージをＭ
Ｓに戻す。
【０１９７】
　ステップＳ１４１３：ＭＳが、ルーティングエリア更新完了メッセージを３Ｇ ＳＧＳ
Ｎに戻す。
【０１９８】
　ステップＳ１４１４：ＧＧＳＮ中のユーザコンテキストのダウンリンクＧＴＰトンネル
識別子をＲＮＣのＧＴＰトンネル識別子に変更するために、３Ｇ ＳＧＳＮが、更新コン
テキスト要求メッセージをＧＧＳＮに送信する。
【０１９９】
　ステップＳ１４１５：ＧＧＳＮが、更新コンテキスト応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮ
に戻す。
【０２００】
　図１５に関して、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへの変更が起こるときのデータ処理方法は
、次のステップを含む。
【０２０１】
　ステップＳ１５０１：ＭＳが、システム間の変更を開始することを決定する。
【０２０２】
　ステップＳ１５０２：ＭＳが、ルーティングエリア更新要求メッセージを新しいＳＧＳ
Ｎに、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０２０３】
　ステップＳ１５０３：ユーザコンテキストを取得するために、２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧ
ＳＮコンテキスト要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信す
る。
【０２０４】
　ステップＳ１５０４：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＲＮＳコンテキスト要求メッセージをソー
スＲＮＣに送信する。
【０２０５】
　ステップＳ１５０５：ソースＲＮＣが、ＳＲＮＳコンテキスト応答メッセージを３Ｇ 
ＳＧＳＮに戻し、ダウンリンクデータをＭＳに送信することを停止し、データをバッファ
リングする。
【０２０６】
　ステップＳ１５０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージを２Ｇ 
ＳＧＳＮに戻し、メッセージ中でユーザコンテキスト情報を搬送する。
【０２０７】
　ステップＳ１５０７：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージを
３Ｇ ＳＧＳＮに送信し、２Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットを受信する準備ができているこ
とを３Ｇ ＳＧＳＮに知らせる。
【０２０８】
　ステップＳ１５０８：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送データ要求をＧＧＳＮに送信して、デー
タ転送のためのデータ転送トンネルを割り当てるようにＧＧＳＮに要求する。２Ｇ ＳＧ
ＳＮのデータ転送トンネルの識別子がメッセージ中で搬送され、その後、ＧＧＳＮは、損
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失のないサービスのデータをデータ転送チャネルに転送する。
【０２０９】
　ステップＳ１５０９：ＧＧＳＮが、転送データ応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに戻し
、データ転送トンネル識別子をデータ転送トンネルに割り当て、応答メッセージ中でデー
タ転送トンネル識別子を３Ｇ ＳＧＳＮに搬送する。
【０２１０】
　ステップＳ１５１０：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＲＮＳデータ転送コマンドをソースＲＮＣ
に送信する。メッセージ中で搬送されるデータ転送トンネル識別子は、ＧＧＳＮのデータ
転送トンネル識別子であり、ソースＲＮＣは、バッファリングされているデータパケット
を複製し、ＧＧＳＮに転送する。ソースＲＮＣにより転送されたデータパケットを受信す
ると、ＧＧＳＮは、そのデータパケットを２Ｇ ＳＧＳＮに転送する。
【０２１１】
　ステップＳ１５１１：２Ｇ ＳＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージをＧ
ＧＳＮに送信する。
【０２１２】
　ステップＳ１５１２：ＧＧＳＮが、更新ＰＤＰコンテキスト応答メッセージを２Ｇ Ｓ
ＧＳＮに戻す。
【０２１３】
　ステップＳ１５１３：２Ｇ ＳＧＳＮが、ルーティングエリア更新受諾メッセージをＭ
Ｓに戻す。
【０２１４】
　ステップＳ１５１４：ＭＳが、ルーティングエリア更新完了メッセージを２Ｇ ＳＧＳ
Ｎに戻す。
【０２１５】
　ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮシステムと、ＳＡＥシステムとの間でハンドオーバまたは変更
が起こるとき、上述したデータ転送処理方法をデータ転送のために使用できる。
【０２１６】
　ＧＥＲＡＮシステムからＳＡＥシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥとＵＰＥが、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含むメッセ
ージを交換して、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を取得する。その間に、ＭＭＥは、
アクセスネットワーク側のトンネル識別子をＵＰＥに知らせ、ＵＰＥのデータ転送トンネ
ル識別子を２Ｇ ＳＧＳＮに知らせる。２Ｇ ＳＧＳＮは、データパケットをＵＰＥに転送
し、ＵＰＥはさらに、データパケットを進化アクセスネットワークに転送する。
【０２１７】
　ＳＡＥシステムからＧＥＲＡＮシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥとＵＰＥが、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含むメッセ
ージを交換して、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を取得する。その間に、ＭＭＥは、
２Ｇ ＳＧＳＮのトンネル識別子をＵＰＥに知らせ、次に、ＵＰＥのデータ転送トンネル
識別子を進化アクセスネットワークに知らせる。進化アクセスネットワークは、データパ
ケットをＵＰＥに転送し、ＵＰＥはさらに、データパケットを２Ｇ ＳＧＳＮに転送する
。
【０２１８】
　ＵＴＲＡＮシステムからＳＡＥシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、３
Ｇ ＳＧＳＮとＵＰＥが、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含
むメッセージを交換して、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を取得する。その間に、Ｕ
ＰＥは、進化アクセスネットワーク側のトンネル識別子を知らされる。次に、３Ｇ ＳＧ
ＳＮは、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子をソースＲＮＣに知らせる。ソースＲＮＣは
、データパケットをＵＰＥに転送し、ＵＰＥはさらに、データパケットを進化アクセスネ
ットワークに転送する。
【０２１９】
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　ＳＡＥシステムからＵＴＲＡＮシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥとＵＰＥが、転送データ要求メッセージと転送データ応答メッセージとを含むメッセ
ージを交換して、ＵＰＥのデータ転送トンネル識別子を取得する。その間に、ＭＭＥは、
ターゲットＲＮＣのトンネル識別子をＵＰＥに知らせ、次に、ＵＰＥのデータ転送トンネ
ル識別子を進化アクセスネットワークに知らせる。進化アクセスネットワークは、データ
パケットをＵＰＥに転送し、ＵＰＥはさらに、データパケットをターゲットＲＮＣに転送
する。
【０２２０】
　システム間のハンドオーバまたは変更が起こるときの別のデータ処理方法を、次のもの
を含む本発明の１つの実施形態により提供する。
【０２２１】
　指示を受信すると、ユーザプレーンアンカーネットワーク要素が、ソースデータ転送ネ
ットワーク要素およびターゲット側処理ネットワーク要素に、データを送信する。指示は
、ソースデータ転送ネットワーク要素とターゲット側処理ネットワーク要素とにデータを
送信するようにユーザプレーンアンカーネットワーク要素に指示するバイキャスト（ｂｉ
ｃａｓｔ）コマンド指示であってもよい。ユーザプレーンルーティングの更新が完了する
と、ユーザプレーンアンカーネットワーク要素は、バイキャストすることを停止し、ター
ゲット側処理ネットワーク要素だけにデータを送信する。
【０２２２】
　図１６に関して、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへのハンドオーバが起こるときのデータ処
理方法は、次のステップを含む。
【０２２３】
　ステップ１６０１：ソースＢＳＳが、ハンドオーバを開始することを決定する。
【０２２４】
　ステップ１６０２：ソースＢＳＳが、ハンドオーバ要求メッセージを古いＳＧＳＮに、
すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０２２５】
　ステップ１６０３：２Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置要求メッセージを新しいＳＧＳＮに
、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０２２６】
　ステップ１６０４：３Ｇ ＳＧＳＮが、再配置要求メッセージを構築し、メッセージを
ターゲットＲＮＣに送信する。
【０２２７】
　ステップ１６０５：ターゲットＲＮＣが、再配置要求肯定応答メッセージを３Ｇ ＳＧ
ＳＮに送信する。
【０２２８】
　ステップ１６０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置応答メッセージを２Ｇ ＳＧＳＮに送
信し、メッセージ中で指示が搬送されて、データ転送を実行しないように２Ｇ ＳＧＳＮ
に指示する。
【０２２９】
　ステップ１６０７：３Ｇ ＳＧＳＮが、バイキャストコマンドメッセージをＧＧＳＮに
送信し、２Ｇ ＳＧＳＮとターゲットＲＮＣとにデータを送信するようにＧＧＳＮに指示
する。ターゲットＲＮＣのＧＴＰトンネル識別子がメッセージ中で搬送される。
【０２３０】
　ステップ１６０８：ＧＧＳＮがダウンリンクデータパケットを、２Ｇ ＳＧＳＮとター
ゲットＲＮＣとに送信する。
【０２３１】
　ステップ１６０９：２Ｇ ＳＧＳＮが、ハンドオーバ要求肯定応答メッセージをソース
ＢＳＳに送信する。
【０２３２】
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　ステップ１６１０：ＭＳが、ＵＴＲＡＮに対するハンドオーバ完了メッセージをターゲ
ットＲＮＣに送信する。
【０２３３】
　ステップ１６１１：ターゲットＲＮＣが、再配置完了メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに送
信する。
【０２３４】
　ステップ１６１２：ＰＤＰコンテキスト更新のプロセスが、３Ｇ ＳＧＳＮとＧＧＳＮ
との間で実行され、ＧＧＳＮ中のユーザのダウンリンクＧＴＰトンネル識別子を、ターゲ
ットＲＮＣのＧＴＰトンネル識別子に変更し、ＧＧＳＮは、プロセスにおいてデータのバ
イキャストを停止する。
【０２３５】
　ステップ１６１３：ＧＧＳＮが、ダウンリンクデータパケットをターゲットＲＮＣに送
信する。
【０２３６】
　図１７に関して、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバが起こるときのデータ処
理方法は、次のステップを含む。
【０２３７】
　ステップＳ１７０１：ソースＲＮＣが、ハンドオーバを開始することを決定する。
【０２３８】
　ステップＳ１７０２：ソースＲＮＣが、再配置要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すな
わち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０２３９】
　ステップＳ１７０３：３Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置要求メッセージを新しいＳＧＳＮ
に、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０２４０】
　ステップＳ１７０４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ハンドオーバ要求メッセージを構築し、メッ
セージをターゲットＢＳＳに送信する。
【０２４１】
　ステップＳ１７０５：ターゲットＢＳＳが、ハンドオーバ要求肯定応答メッセージを２
Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０２４２】
　ステップＳ１７０６：２Ｇ ＳＧＳＮが、転送再配置応答メッセージを３Ｇ ＳＧＳＮに
送信する。
【０２４３】
　ステップＳ１７０７：３Ｇ ＳＧＳＮが、バイキャストコマンドメッセージをＧＧＳＮ
に送信し、ソースＲＮＣと２Ｇ ＳＧＳＮとにデータを送信するようにＧＧＳＮに指示す
る。２Ｇ ＳＧＳＮのＧＴＰトンネル識別子がメッセージ中で搬送される。
【０２４４】
　ステップＳ１７０８：ＧＧＳＮがダウンリンクデータパケットを、ソースＲＮＣと２Ｇ
 ＳＧＳＮとに送信する。
【０２４５】
　ステップＳ１７０９：３Ｇ ＳＧＳＮが、再配置コマンドメッセージをソースＲＮＣに
送信し、メッセージ中で指示が搬送されて、データ転送を実行しないようにソースＲＮＣ
に指示する。
【０２４６】
　ステップＳ１７１０：ターゲットＢＳＳが、ハンドオーバ完了メッセージを２Ｇ ＳＧ
ＳＮに送信する。
【０２４７】
　ステップＳ１７１１：ＰＤＰコンテキスト更新のプロセスが、２Ｇ ＳＧＳＮとＧＧＳ
Ｎとの間で実行され、ＧＧＳＮ中のユーザのダウンリンクＧＴＰトンネル識別子を、２Ｇ
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 ＳＧＳＮのＧＴＰトンネル識別子に変更し、ＧＧＳＮは、プロセスにおいてデータのバ
イキャストを停止する。
【０２４８】
　ステップＳ１７１２：ＧＧＳＮが、ダウンリンクデータパケットを２Ｇ ＳＧＳＮに送
信し、２Ｇ ＳＧＳＮは、ダウンリンクデータパケットをターゲットＢＳＳに送信する。
【０２４９】
　図１８に関して、ＧＥＲＡＮからＵＴＲＡＮへの変更が起こるときのデータ処理方法は
、次のステップを含む。
【０２５０】
　ステップＳ１８０１：ＭＳが、システム間の変更を開始することを決定する。
【０２５１】
　ステップＳ１８０２：ＭＳが、ルーティングエリア更新要求メッセージを新しいＳＧＳ
Ｎに、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０２５２】
　ステップＳ１８０３：ユーザコンテキストを取得するために、３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧ
ＳＮコンテキスト要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信す
る。
【０２５３】
　ステップＳ１８０４：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージを３Ｇ 
ＳＧＳＮに戻し、メッセージ中でユーザコンテキスト情報を搬送する。
【０２５４】
　ステップＳ１８０５：ＲＡＢ割当手続きが、３Ｇ ＳＧＳＮとＲＮＣとの間で実行され
、それによりＲＡＢが確立される。
【０２５５】
　ステップＳ１８０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージを
２Ｇ ＳＧＳＮに送信し、メッセージ中で指示が搬送されて、データ転送を実行しないよ
うに２Ｇ ＳＧＳＮに指示する。
【０２５６】
　ステップＳ１８０７：３Ｇ ＳＧＳＮが、バイキャストコマンドメッセージをＧＧＳＮ
に送信し、２Ｇ ＳＧＳＮとターゲットＲＮＣとにデータを送信するようにＧＧＳＮに指
示する。ターゲットＲＮＣのＧＴＰトンネル識別子がメッセージ中で搬送される。
【０２５７】
　ステップＳ１８０８：ＧＧＳＮが、ダウンリンクデータパケットを２Ｇ ＳＧＳＮとタ
ーゲットＲＮＣとに送信する。
【０２５８】
　ステップＳ１８０９：３Ｇ ＳＧＳＮが、ルーティングエリア更新受諾メッセージをＭ
Ｓに戻す。
【０２５９】
　ステップＳ１８１０：ＭＳが、ルーティングエリア更新完了メッセージを３Ｇ ＳＧＳ
Ｎに戻す。
【０２６０】
　ステップＳ１８１１：ＰＤＰコンテキスト更新のプロセスが、３Ｇ ＳＧＳＮとＧＧＳ
Ｎとの間で実行され、ＧＧＳＮ中のユーザのダウンリンクＧＴＰトンネル識別子を、ター
ゲットＲＮＣのＧＴＰトンネル識別子に変更し、ＧＧＳＮは、プロセスにおいてデータの
バイキャストを停止する。
【０２６１】
　ステップＳ１８１２：ＧＧＳＮが、ダウンリンクデータパケットをターゲットＲＮＣに
送信する。
【０２６２】
　図１９に関して、ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへの変更が起こるときのデータ処理方法は
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、次のステップを含む。
【０２６３】
　ステップＳ１９０１：ＭＳが、システム間の変更を開始することを決定する。
【０２６４】
　ステップＳ１９０２：ＭＳが、ルーティングエリア更新要求メッセージを新しいＳＧＳ
Ｎに、すなわち、２Ｇ ＳＧＳＮに送信する。
【０２６５】
　ステップＳ１９０３：ユーザコンテキストを取得するために、２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧ
ＳＮコンテキスト要求メッセージを古いＳＧＳＮに、すなわち、３Ｇ ＳＧＳＮに送信す
る。
【０２６６】
　ステップＳ１９０４：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＲＮＳコンテキスト要求メッセージをソー
スＲＮＣに送信する。
【０２６７】
　ステップＳ１９０５：ソースＲＮＣが、ＳＲＮＳコンテキスト応答メッセージを３Ｇ 
ＳＧＳＮに戻し、ダウンリンクデータをＭＳに送信することを停止し、データをバッファ
リングする。
【０２６８】
　ステップＳ１９０６：３Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージを２Ｇ 
ＳＧＳＮに戻し、メッセージ中でユーザコンテキスト情報を搬送する。
【０２６９】
　ステップＳ１９０７：２Ｇ ＳＧＳＮが、ＳＧＳＮコンテキスト肯定応答メッセージを
３Ｇ ＳＧＳＮに送信し、２Ｇ ＳＧＳＮがデータパケットを受信する準備ができているこ
とを３Ｇ ＳＧＳＮに知らせる。
【０２７０】
　ステップＳ１９０８：３Ｇ ＳＧＳＮが、バイキャストコマンドメッセージをＧＧＳＮ
に送信し、ソースＲＮＣと２Ｇ ＳＧＳＮとにデータを送信するようにＧＧＳＮに指示す
る。２Ｇ ＳＧＳＮのＧＴＰトンネル識別子がメッセージ中で搬送される。
【０２７１】
　ステップＳ１９０９：ＧＧＳＮがダウンリンクデータパケットを、ソースＲＮＣと２Ｇ
 ＳＧＳＮとに送信する。
【０２７２】
　ステップＳ１９１０：ＰＤＰコンテキスト更新のプロセスが、２Ｇ ＳＧＳＮとＧＧＳ
Ｎとの間で実行され、ＧＧＳＮ中のユーザのダウンリンクＧＴＰトンネル識別子を、２Ｇ
 ＳＧＳＮのＧＴＰトンネル識別子に変更し、ＧＧＳＮは、プロセスにおいてデータのバ
イキャストを停止する。
【０２７３】
　ステップＳ１９１１：ＧＧＳＮが、ダウンリンクデータパケットを２Ｇ ＳＧＳＮに送
信し、２Ｇ ＳＧＳＮは、ダウンリンクデータパケットをＭＳに送信する。
【０２７４】
　ステップＳ１９１２：２Ｇ ＳＧＳＮが、ルーティングエリア更新受諾メッセージをＭ
Ｓに戻す。
【０２７５】
　ステップＳ１９１３：ＭＳが、ルーティングエリア更新完了メッセージを２Ｇ ＳＧＳ
Ｎに戻す。
【０２７６】
　ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮシステムと、ＳＡＥシステムとの間でハンドオーバまたは変更
が起こるとき、上述したデータ転送処理方法をデータ転送のために使用できる。
【０２７７】
　ＧＥＲＡＮシステムからＳＡＥシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ



(24) JP 4796648 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

ＭＥがバイキャストコマンドメッセージをＵＰＥに送信し、２Ｇ ＳＧＳＮとＬＴＥとに
データを送信するようにＵＰＥに指示する。ＵＰＥは、ダウンリンクデータパケットを２
Ｇ ＳＧＳＮとＬＴＥとに送信する。ユーザプレーンルーティングの更新が完了すると、
ＵＰＥは、ダウンリンクデータパケットのバイキャストを停止し、ダウンリンクデータパ
ケットをＬＴＥだけに送信する。
【０２７８】
　ＳＡＥシステムからＧＥＲＡＮシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥがバイキャストコマンドメッセージをＵＰＥに送信し、ＬＴＥと２Ｇ ＳＧＳＮとに
データを送信するようにＵＰＥに指示する。ＵＰＥは、ダウンリンクデータパケットをＬ
ＴＥと２Ｇ ＳＧＳＮとに送信する。ユーザプレーンルーティングの更新が完了すると、
ＵＰＥは、ダウンリンクデータパケットのバイキャストを停止し、ダウンリンクデータパ
ケットを２Ｇ ＳＧＳＮだけに送信する。
【０２７９】
　ＵＴＲＡＮシステムからＳＡＥシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥがバイキャストコマンドメッセージをＵＰＥに送信し、ソースＲＮＣとＬＴＥとにデ
ータを送信するようにＵＰＥに指示する。ＵＰＥは、ダウンリンクデータパケットをソー
スＲＮＣとＬＴＥとに送信する。ユーザプレーンルーティングの更新が完了すると、ＵＰ
Ｅは、ダウンリンクデータパケットのバイキャストを停止し、ダウンリンクデータパケッ
トをＬＴＥだけに送信する。
【０２８０】
　ＳＡＥシステムからＵＴＲＡＮシステムへのハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｍ
ＭＥがバイキャストコマンドメッセージをＵＰＥに送信し、ＬＴＥとターゲットＲＮＣと
にデータを送信するようにＵＰＥに指示する。ＵＰＥは、ダウンリンクデータパケットを
ＬＴＥとターゲットＲＮＣとに送信する。ユーザプレーンルーティングの更新が完了する
と、ＵＰＥは、ダウンリンクデータパケットバイキャストを停止し、ダウンリンクデータ
パケットをターゲットＲＮＣだけに送信する。
【０２８１】
　図２０に関して、ソースデータ転送ネットワーク要素と、ターゲット側処理ネットワー
ク要素と、ユーザプレーンアンカーネットワーク要素とを含むデータ処理システムが、本
発明の１つの実施形態において提供されている。ユーザプレーンアンカーネットワーク要
素には、ソースデータ転送ネットワーク要素により転送されるデータを受信するように適
合されている受信ユニットと、受信したデータをターゲット側処理ネットワーク要素に転
送するように適合されている送信ユニットとが設けられている。
【０２８２】
　本発明の１つの実施形態において、ソースデータ転送ネットワーク要素は、２Ｇサービ
ングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）であり、ユーザプレーンアンカーネットワーク
要素は、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）であり、ターゲット側処理ネ
ットワーク要素は、ターゲット無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）である。
【０２８３】
　本発明の別の実施形態において、ソースデータ転送ネットワーク要素は、ソースＲＮＣ
であり、ユーザプレーンアンカーネットワーク要素は、ＧＧＳＮであり、ターゲット側処
理ネットワーク要素は、２Ｇ ＳＧＳＮである。
【０２８４】
　データ処理システムは、３Ｇ ＳＧＳＮ中に配置され、ＧＧＳＮのデータ転送トンネル
識別子を獲得するように適合されているトンネル識別子獲得ユニットと、ターゲットＲＮ
Ｃ側のＧＴＰトンネル識別子をＧＧＳＮに送信するように適合されているトンネル識別子
送信ユニットとをさらに含む。
【０２８５】
　データ処理システムは、ＧＧＳＮ中に配置され、２Ｇ ＳＧＳＮにより転送されるデー
タパケットを受信し、ターゲット側処理ネットワーク要素により転送されるデータパケッ
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ファリングされているデータパケットを送信するように適合されているデータパケット送
信ユニットとをさらに含む。
【０２８６】
　直通のトンネルメカニズムにおいて、ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとの間でハンドオーバま
たは変更が起こるとき、ソースデータ転送ネットワーク要素により転送されるデータを、
データパケットバッファユニット中でバッファリングでき、ＧＧＳＮがユーザプレーンル
ーティングの更新を完了するとき、または、ＧＧＳＮが３Ｇ ＳＧＳＮにより送信される
更新ＰＤＰコンテキスト要求メッセージを受信するとき、データパケットバッファユニッ
トは、バッファリングされているデータパケットをターゲットＲＮＣに転送する。また、
ソースデータ転送ネットワーク要素により転送されるデータは、ターゲット側処理ネット
ワーク要素に直接転送できる。
【０２８７】
　システム間のハンドオーバまたは変更が起こるとき、ソースデータ転送ネットワーク要
素と、ターゲット側処理ネットワーク要素と、ユーザプレーンアンカーネットワーク要素
との間の相互作用は、上記の実施形態中で記述したステップと同じか、または類似してい
る。
【０２８８】
　ユーザプレーンアンカーネットワーク要素が指示メッセージを受信し、ソースデータ転
送ネットワーク要素および／またはターゲット側処理ネットワーク要素にデータを送信す
るとき、ユーザプレーンアンカーネットワーク要素は、ユーザプレーンルーティングを更
新し、更新されたユーザプレーンルーティングにしたがって、メッセージ中で指示される
ように、ターゲット側処理ネットワーク要素だけにデータを送信する。
【０２８９】
　上記の実施形態における各ステップは、関連のハードウェアに指示するプログラムによ
り実現できることを、当業者は理解すべきである。プログラムは、ＲＯＭ／ＲＡＭや、磁
気ディスクや、光ディスクのようなコンピュータ読み取り可能記憶媒体中に記憶させるこ
とができる。代わりに、本実施形態は、各集積回路モジュールにより実現でき、または、
本発明のステップは、別々の集積回路モジュール中で実施できる。それゆえに、本発明は
、何らかの特定のハードウェアまたはソフトウェアの組み合わせに限定されない。
【０２９０】
　上記の実施形態から理解できるように、直通のトンネルメカニズムにおけるデータ処理
方法により、ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとの間でハンドオーバまたは変更が起こるとき、Ｇ
ＧＳＮは、ソースデータ転送ネットワーク要素により転送されるデータをバッファリング
し、次に、ターゲット側処理ネットワーク要素にデータを送信できる。代わりに、ＧＧＳ
Ｎは、ソースデータ転送ネットワーク要素により転送されるデータを、直接ターゲット側
処理ネットワーク要素に送信できる。従来技術におけるデータ処理方法が直通のトンネル
メカニズムにおいて適用できないという問題が解決される。直通のトンネルメカニズムに
おける、ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとの間のハンドオーバまたは変更は、サービスデータの
転送に影響を及ぼさない。
【０２９１】
　本発明の例示的な実施形態を記述した。本発明の原理から逸脱することなく、当業者は
、さまざまな代替または修正を実施してもよいことに注目すべきである。代替および修正
は、本発明の範囲内でカバーされるべきである。
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